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日本の冬期間は雪を克服するため道路の除排雪、雪崩対策、吹雪対策、路面対策などが行われている。
特に雪道の安全・安心を確保するため、最前線でインフラ整備に関わる各企業は、さまざまな技術開発を進めている。

この特集では克雪技術で地域に貢献している企業の技術・工法を紹介する。

①高速道路の維持管理について
東日本高速道路（NEXCO東日本）東北支社において

は、2020年11月１日現在で高速道路10路線1,281km、一
般有料道路９路線115kmの合計1,396kmとサービスエリ
ア・パーキングエリアの休憩施設（122カ所）の管理運営
を行っており、管内の平均通行台数は約46万台/日（19年
度実績）となっております。
これらの道路の管理を15管理事務所で担当しており、
お客さまが安全・安心・快適・便利にご利用いただけるよ
う24時間365日、細心の注意を払いつつ管理運営を行っ
ております。
また、高速道路は、人、モノ、文化等のさまざまな移動・
交流を支える国の幹線道路である中、冬期の交通路確
保は、地域経済のみならず社会的にも重要であり、管内
のほぼ全地域が積雪寒冷地域である東北支社では、過
去の状況等を踏まえ11月～翌年４月の約６カ月間を雪
氷対策期間として雪氷対応体制を構築するとともに、各
種対策を実施して冬期の交通確保に努めております。

②2019シーズンの気象状況および通行止め量
昨シ－ズン（19年度）における降雪状況は、累計降雪
量（東北支社管内19地点）で約50ｍ、過去10年平均（09

～ 18年度）の約47％と平年を大きく下回りました。月別
で見ると、11月は平年並みの降雪、寒候期（12～２月）お
よび３月の平均は平年を５割程度下回る記録的な小雪
となりました。
また、雪による通行止めは、平年に比べ平均最低気温
が記録的な高温となったことや、冬型の気圧配置日数は
平年並みであったものの、長続きせず寒気の影響を受け
にくかったこともあり、風雪による視程障害が少なく、過
去10年平均の冬期の雪の影響による通行止め量に対し、
前シーズン（18年度）と同規模の約７％に留めることが
できました。

③NEXCO東日本東北支社グル－プの雪氷対策
およびお客さまへの広報活動

NEXCO東北支社グル－プでは、雪氷体制を構築して、
除排雪、凍結防止剤散布作業を適切かつ着実に実施す
るとともに、冬期における現地調査等を踏まえ、交通安
全施設（防雪柵・雪崩防止柵・自発光デリニエーター等）
の整備を順次進めています。
しかしながら、近年非常に強い降雪が集中的かつ継続
的に発生するなど降り方の変化に加え、強風を伴う吹雪
等の発生に伴い、路面積雪や視程障害等による通行止
めが度々発生したことから、さらなる除雪作業の体制強
化をはじめとした、地吹雪等による視界不良区間やカー
ブが連続する区間等へ帯状の視線誘導灯（帯状ガイドラ
イト）を設置し、走行環境の改善に努めております。
また、一部区間では除雪作業車や凍結防止剤散布車
等に視線誘導灯を装着し、追越禁止を明示することで、
無理な追越による接触事故を防ぐ安全対策として活用
しております。

国において近年発生した大規模な滞留車両の発生を
契機に発足された「冬期道路交通確保対策検討委員会」
で取りまとめられた、「道路ネットワーク機能への影響を
最小化」するためのチェーン規制等各種取り組みに関係
機関と連携し対応しております。
このほか、冬期に適した運転や冬道ドライブの注意点
等を知っていただくための安全運転キャンペーンの実
施に加え、テレビ、ラジオ、雑誌、ポスター、デジタルサイ
ネージ等を活用した冬タイヤ装着や雪道安全運転の啓
発活動をはじめ、お客さまへの情報提供を目的にＷｅｂ
サイトへの交通・気象予測の情報発信やライブカメラに
よる路面状況の画像提供、休憩施設においてもハイウェ
イ情報ターミナルやインフォメーションの案内とともに、
動画と音声により分かりやすくお客さまにお伝えする
「ドライビングウェザーＣｈ．（チャンネル）」を東北支社
管内の休憩施設56カ所にて放映しているところです。

④冬期交通のドライバ－の皆さまへのお願い

冬期の高速道路では、道路に積もった雪を取り除いた
り、道路が凍結しないように凍結防止剤を散布する作業
を行います。作業は時速50km以下の低速走行で行われ
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ますので、車間距離を十分とって安全な走行をお願いし
ます。
また、天候が良く、路面に雪がない場合でも、中央分離
帯に溜まった雪や、高速道路をまたぐ橋・標識等に積
もった雪を除去するため、速度規制や通行止めを伴う
ケースもあります。
降雪や事故等の影響により、速度規制や通行止め等

が発生するケースがありますので、冬の高速道路の安
全・安心のため、ゆとりのある走行計画で安全に走行い
ただくよう、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

⑤おわりに
NEXCO東日本東北支社グル－プにおきましては、グ

ループ一体となって、雪害も含め各種災害に強い道づく
りに取り組むとともに、高品質な高速道路空間を効率よ
くお客さまへお届けする「高速道路管理のプロ集団」と
して、「安全・安心・快適・便利」を向上させ、お客さまによ
り一層満足していただけるサービスをお届けしてまいり
ます。

■帯状の視線誘導灯（帯状ガイドライト）設置状況 ■人力除雪 ■路肩雪庇切り作業

■跨道橋の雪庇処理作業

■凍結防止剤散布作業

■本線の除雪
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雪とともに生き、冬期を快適に過ごすために
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